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長時間労働による健康障害防止のための
医師の面接指導

(平成18年4月より開始)
長時間労働者への面接指導 

 

チ ェ ッ ク リ ス ト (医師用) 
 

以下の情報は個人情報であり、プライバシーに十分配慮すること。 
 
□ 時間外・休日労働月 100時間超の申し出者 
□ 時間外・休日労働月 80時間超の申し出者 
□ 会社または事業場の基準該当者 
  □ 時間外・休日労働月 100時間超の者 
  □ 時間外・休日労働 2～6月平均月 80時間超の者 
  □ 時間外・休日労働月 45時間超の者 
□ その他の者： 
□ 過去の面接指導（ □なし    □あり ・ 直近の年月     年     月 ） 
  （あらかじめ人事・労務担当者等にチェック・記入してもらう） 

 
面接指導日 平成  年  月  日 

面 接 医 師  

医師の所属  
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特定健診・特定保健指導開始
(平成20年４月)

生活習慣病を招く「メタボリック症候群」（内臓脂
肪症候群）の診断基準を考慮した健康診断と保健指導
（特定健診・特定保健指導）が20年4月から地域や企業
で実施される

＊臍レベル（標準）

空腹時 息を吐きって
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疾病の予防
第１次予防（健康時の疾病の予防）

健康教育、栄養改善、禁煙、運動、
環境整備、予防接種

第2次予防(早期発見、早期治療）

健康診断（血圧、血糖、尿検査、肝
機能）がん検診（胃がん検診、子宮
がん検診）

第3次予防（社会復帰）

社会参加 脳卒中のリハビリ

環境管理 作業管理
健康づくり（THP）
快適職場環境づくり
メンタルへルス

職場検診・事後指導
過重労働による健康
障害防止

職場復帰
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事業所における長時間労働とメタボ
リックシンドロームの認識や対策に関

する調査の目的

平成18年度より，長時間労働を行った従業員に対し医師によ

る面接指導が開始され，平成20年度からはメタボリック症候

群を中心とした特定健診・特定保健指導の導入が予定される

など，産業保健分野での健康障害の防止対策に大きな変化が

みられる。このような状況のなかで，鳥取県内の事業場およ

び産業医の，過重労働，メタボリックシンドローム及びそれ

らに関連するメンタルヘルスに対する取り組みを伺い，産業

現場への支援を行うための基礎資料とする。
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調査方法

•調査対象：鳥取県内の従業員50名以上の497事業場

および産業医361名を対象とした。

• 調査方法：事業場と産業医に対する質問調査票

（無記名方式）を用いて，平成19年９月１日現在の

状況について回答を求めた。なお，調査票は対象者

へ郵送し，期日までに調査機関に直接返送する方式

を用いた。

•実施期間：平成19年９月１日～平成19年10月5日と

した。
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事業所への調査内容

1. 事業場における産業保健活動

2. 事業場における過重労働の実態と医師による

面接指導制度の認知度と実施状況

3. 事業場における特定健診・特定保健指導の認

知度と保健対策の実施状況

4. 事業場におけるメンタルヘルスの知識と保健

対策の実施状況

5. 産業保健推進センターに期待するサービス

鳥取産業保健推進センター



産業医への調査内容

1.産業医としての活動状況
2.過重労働に対する医師の面接指導制度の認知度
と実施状況

3.特定健診・保健指導導入の認知度と保健対策の
実施状況

4.今後取り組みが必要と思われる課題
5.研修会への参加状況
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事業所 回答数と回答率 （規模別）

＊鳥取県下の50人以上の規模の事業所（回収率52％）

回答をいただいた事業場数（規模別）

26

113

91

14

7

1

50人未満

50～99人

100～299人

300～499人

500～999人

1000人以上
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産業医 回答数と回答率

現在産業医として活動していますか

している

75.0%

していない

25.0%

(117名)

(39名)

産業医に対する質問調

査では，鳥取県下の

361名の産業医を対象

とした。そのうち156

名から回答があり，回

収率は43.2％であった。
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過重労働に対する面接制度

面接保健制度の有無

63.3%
14.3%

16.3%

6.1%

　　あり

現在検討中

　　なし

無回答

※当該時間外
「あり」の49社
に質問

（31社)
(7社）

(8社)

(3社)

実際に面接指導が行われた

ことがありますか

ある
73.5%

ない
26.5%

※面接保健制度「あり」の31社と，当該時間外「あり」

で面接制度の有無には「無回答」だったがこの質問

には回答のあった３社（「実際に面接あり」1社，「実際

には面接なし」2社）計34社の回答

(25社）

（9社）
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産業医の対応

長時間労働
面接指導でどのような対応をされましたか（複数回答）

18

17

22

11

0% 50% 100%

①健康状態に問題がなかったのでそのままにした

②過重労働をやめるように本人に指導した

③過重労働をやめるように上司に伝えた

④過重労働をやめるように事業主への勧告を行った
※白抜き数字は回答数

※実際に面接をした

40名に質問

（1名無回答）

46.2%

43.6%

56.4%

28.2%
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調査結果のまとめⅠ
過重労働対策

1. 50人以上の規模の事業所では、長時間労
働を行ったか今後行う可能性のある事業
所は4分の１であった。

2. そのうちの8割に従業員に対する医師の面
接指導制度があり、半数以上で実施され
ていた。

3. 全体では251事業所のうち約1割の事業所
で医師の面接指導制度実施されていた。
徐々にではあるが浸透している。
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メタボリック症候群と特定健診・保健指
導の認知度

平成20年度よりメタボリックに関連した
           職域の健診・保健指導が導入されるの

をご存知ですか

はい
56.3%

いいえ
42.9%

無回答
0.8%

(142社)

(108社)

(2社)

  メタボリック　従業員の罹患状況を
把握していますか

はい
17.5%

いいえ
80.6%

無回答
2.0%

(44社)

(203社)

(5社)
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メタボリック症候群
に対する対策
（事業所）

④ 職場のメタボリックシンドローム
　保健対策を講じていますか

はい

27.8%

いいえ

72.2%

(70社)

(182社)

現在講じている対策

27

49

27

18

16

23

3

13

0% 50% 100%

①健診での腹囲の測定

②分煙・禁煙

③運動指導・体操

④栄養指導・料理教室

⑤保健指導の外部機関への委託

⑥メタボリックシンドロームについての講演会へ
の参加・開催

⑦心理カウンセリング

⑧その他

38.6%

70.0%

38.6%

25.7%

22.9%

32.9%

4.3%

18.6%

保健対策を講じている

70社に質問
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今後講じたい対策
（事業所）

⑤今後対策を講じようと考えていますか？

はい
53.3%

いいえ
42.9%

無回答
3.8%

（97社）
（78社）

（7

現在，ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞ
ﾛｰﾑに関する保健対

策を講じていない182
社に質問

今後講じたい対策（複数回答）

75

55

48

21

17

44

2

8

0% 50% 100%

①健診での腹囲の測定

②分煙・禁煙

③運動指導・体操

④栄養指導・料理教室

⑤保健指導の外部機関への委託

⑥メタボリックシンドロームについての講演会への
参加・開催

⑦心理カウンセリング

⑧その他

※白抜き数字は回答数

63.6％

46.6%

40.7%

17.8%

14.4%

37.3%

1.7%

6.8%
※現在対策を講じていて，さらに対策を講じたい

と考えている事業場21社の回答を加えている
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メタボリック症候群
に対する対策
（産業医）

職場のメタボリックシンドローム
現在何か保健対策を講じていますか

はい
29.9%

いいえ
65.8%

無回答
4.3%

(35名)

(77名)

(5名)

※産業医として活

動している117名に
質問

メタボリックシンドローム　現在講じている対策（複数回答）

9

22

15

11

4

17

2

5

①健診での腹囲の測定

②分煙・禁煙

③運動指導・体操

④栄養指導・料理教室

⑤保健指導の外部機関への委託

⑥メタボリックシンドロームについての講演会への参
加・開催

⑦心理カウンセリング

⑧その他

※白抜き数字は回答数

25.7%

62.9%

42.9%

31.4%

11.4%

48.6%

5.7%

14.3%

※メタボリックシンド

ロームの保健対策を

「現在講じている」と答

えた35名に質問
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調査結果のまとめⅡ
メタボリック症候群

1. 職域の特定健診・特定保健指導が導入されることに

ついては事業場で約6割，産業医においては約9割で

認知されていた。

2. メタボリック症候群に関する保健対策を講じている

という事業場は70社で，今後行いたいと考えている

事業場97社を合わせると全体で167社（66.3％）と

なった。

3. 今後講じたい対策で多かったのは，事業場，産業医

とも「健診での腹囲の測定」「運動指導・体操」

「講演会への参加・開催」「分煙・禁煙」であった。

鳥取産業保健推進センター



メンタルヘルスの保健対策を講じていますか

はい
41.3%

いいえ
57.9%

無回答
0.8%

メンタルヘルスの保健対策
（事業所）

鳥取産業保健推進センター



■わが国の自殺・うつ病について以下のことをご存知ですか（複数回答）

150

178

67

179

135

33

76

94

66

177

65

109

211

168

8

8

8

8

8

8

8

0% 50% 100%

①わが国の自殺者は９年連続で３万人を超え、先進国の中で最

も多い

②自殺者の多くがうつ病にかかっている

③うつ病は年々増えており、約６人に１人は生涯のうち１回はう

つ病にかかる

④わが国では働き盛りの中高年男性の自殺率がきわめて高い

特徴をもつ

⑤いわゆる過労自殺は労災認定ばかりでなく、事業主の安全配

慮義務違反が問われる時代である

⑥うつ病とメタボリックシンドロームは関連しており、適正な生活

習慣はうつ病予防にも有用

⑦うつ病による経済的損失の多くは職場関連。適正な予防・治療

により経済的損失をくい止めることが必要

※棒中の数字は回答数

知っている

知らない

無回答

70.6％

26.6％

71.0％

53.6％

13.1％

30.2％

59.5％
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12

38

12

64

43

22

40

16

11

①こころの健康づくり計画の策定

②健診でのメンタルヘルスに関する問診

③事業場内産業保健スタッフにメンタルヘルスの
専門家を含めている

④衛生管理者および管理監督者のメンタルヘルス
に関する研修

⑤労働者が自発的に相談しやすい環境づくり

⑥事業場外資源（専門スタッフ）とのネットワーク

の構築

⑦労働者に対してメンタルヘルスについての講演
会への参加・開催

⑧心理カウンセリング

⑨その他

（回答数）

メンタルヘルス対策の内容
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メンタルヘルス
　対策を講じていない理由（複数回答）

14

39

67

57

20

7

①必要性を感じない

②各自が個人的に行うべきである

③必要性を感じるが、方法がわか

らない

④必要性を感じるが、専門家また

はスタッフが確保できない

⑤必要性を感じるが、予算がない

⑥その他

（回答数）
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調査結果のまとめⅢ
メンタルヘルス

1.メンタルヘルス対策は事業所の4割で施行

2.メンタルヘルスに対する要望は大きい

3.メンタルヘルスの対策は研修会や講演会が中心

であり、「こころの健康づくり計画」はまだ整っ

ていない
「こころの健康づくり計画」

•メンタルヘルスケアを推進することを表明する
•心の健康づくりの体制の整備

•問題点の把握、メンタルヘルスケアの実施

•人材の確保 外部の資源の活用

•個人の健康情報の保護
鳥取産業保健推進センター



産業保健推進センターに期待するサービス

82

28

14

148

52

122

58

33

71

21

11

4

①労働衛生関係法令に関すること

②有害業務に係る健康管理に関すること

③労働衛生工学に関すること

④メンタルヘルスに関すること

⑤長時間（過重）労働に関すること

⑥メタボリックシンドロームの健診・保健指
導に関すること

⑦喫煙対策に関すること

⑧産業医の職務に関すること

⑨労働安全衛生マネジメントシステムに関
すること

⑩作業環境測定に関すること

⑪保護具に関すること

⑫その他

産業保健推進センターに期待するサービス
（事業所）
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今後，取り組みが必要と思われる課題

（産業医）

今後、取り組みが必要と思われる課題　(複数回答）

63

75

43

10

28

48

41

42

0% 50% 100%

①健康診断結果の有所見率の低下

②生活習慣病関連因子の改善

③職場における分煙・禁煙

④労働者の高齢化対策

⑤職場環境の改善による職場の快適感の向上

⑥身体的・精神的な疲労などのストレス感の減少

⑦メンタルヘルスの体制の確立

⑧長時間（過重）労働対策

※白抜き数字は回答数

53.8％

64.1％

36.8％

8.5％

23.9％

41.0％

35.0％

35.9％

※産業医として活動し
ている117名に質問
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（鳥取）産業保健推進センターに望
まれること

1. メンタルヘルス知識の啓蒙，具体的な方法および
専門家やスタッフ確保に関する支援を通じて「こ
ころの健康づくり計画」策定を援助

2. メタボリック症候群（特定保健指導）など生活習
慣病対策の支援

3. 過重労働対策のいっそうの推進（＊50人未満規模
の事業所への導入）

鳥取産業保健推進センター



ご清聴ありがとうございました
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